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国土交通省 関東地方整備局
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記者発表資料

～沿線地域の産業や生活の支援に寄与！～
国道357号東京湾岸道路（根岸地区）の
開通後の整備効果をお知らせします！
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問い合わせ先
国土交通省関東地方整備局 横浜国道事務所 電話 045-311-2981（代表）

副所長 佐藤 重孝 調査課長 藤平 忠晴
さとう しげたか ふじひら ただはる
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国道３５７号東京湾岸道路の根岸地区（本牧市民公園前～磯子駅東口交差点）について、
内陸部の交通混雑の緩和や湾岸地域の都市・施設等の機能効率化を目的とした当該区間
が開通してからの整備効果をお知らせします。

◆整備内容：延長 約３．０ｋｍ（全線４車線）

◆開通日：平成２６年３月３１日（月）

開通区間

国道３５７号
東京湾岸道路
（根岸地区）至 横須賀

至 東京

根岸駅前交差点

〈周辺道路の混雑が緩和〉

・開通区間に並行する（主）山下本牧磯子
線〈本牧通〉の交通量は、約38,100
台/日から約23,800台/日に約4割減少
し、八幡橋交差点の渋滞が解消しまし
た。

〈貨物車交通の転換〉

・（主）山下本牧磯子線〈本牧通〉を通行
していた貨物車のうち約7割が転換し、
国道357号東京湾岸道路（根岸地区）
を利用するようになりました。

〈産業の支援〉

・沿線の企業においては、開通により輸送
時間の短縮や輸送経費削減など輸送の
効率化に貢献していると実感した等の
声を頂いています。

至 東京

至 横須賀

写真
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国道1６号 吉野三丁目交差点

開通区間に並行する国道１６号や（主）山下本牧磯子線＜本牧通＞の
交通量が減少し、渋滞が解消！
• 国道３５７号東京湾岸道路（根岸地区）の開通３か月後の交通量は約
15,200台/日です。

• 当地域の幹線道路である国道１６号、 （主）山下本牧磯子線〈本牧通〉等
では、開通前に比べて、大幅に交通量が減少し、渋滞も解消しています。

■調査日 ・開通前
平成25年11月19日7時～平成25年11月20日7時（24時間）

・開通後3ヶ月
平成26年7月30日7時～平成26年7月31日7時（24時間）

整備効果① 交通の円滑化
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石川町JCT 新山下IC

本牧ふ頭IC

■並行する（主）山下本牧磯子線〈本牧通〉
から開通区間への大型車の転換

大型車の交通が国道16号から開通区間へ転換！

• 開通後、 （主）山下本牧磯子線〈本牧通〉八幡橋交差点を通過する大型
車が約5,000台減少し、開通区間を約5,400台の大型車が利用しています。

• 開通区間を利用する物流企業からは、開通区間の利用により朝夕のラッ
シュ時の通行が楽になったとの声を頂いています。

物流企業の声

出典：周辺事業者・関連団体等ヒアリング調査
（平成２６年6～7月実施）

本牧埠頭から横浜市金沢区へ海上コンテナを輸
送する際、国道357号から本牧通や国道16号を経
由していた。開通区間を利用することにより、渋
滞していた八幡橋交差点や間門交差点を通らずに
済むので朝・夕のラッシュ時の通行が楽になった。

整備効果① 交通の円滑化

「開通区間」を通過するコンテナ車両

開通区間

国道357号
東京湾岸道路
（根岸地区）

開通後、 （主）山下本牧磯子線〈本牧通〉八幡橋
交差点を通過する大型車が約5,000台減少し、
開通区間を約5,400台の大型車が利用。

転換

写真

八幡橋交差点

間門交差点

吉野三丁目

交差点

屏風ヶ浦交差点

本牧陸橋交差点

聖天橋交差点

本牧埠頭

横浜市
金沢区

■調査日 ・開通前
平成25年11月19日7時～平成25年11月20日7時（24時間）

・開通後3ヶ月
平成26年7月30日7時～平成26年7月31日7時（24時間）

開通前後の（主）山下本牧磯子線〈本牧通〉 ・
開通区間の大型車交通量の変化

約5,000
（台/日）
約7割
減少

転換

（主）山下本牧磯子線

〈本牧通〉

国道３５７号

東京湾岸道路（根岸地区）
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横須賀から本牧の港への輸送は、これ
までは混雑回避のため国道16号と首都
高を利用していた。

今回の開通により、輸送回数の増加や
燃費向上および高速料金削減による輸送
経費削減に効果があった。

また、これまでは市街地の道路を通行
していたため、街路樹により製品が損傷
する可能性があったが、今回の開通によ
り、損傷の心配が軽減された。

整備効果② 産業の支援

出典：（開通前）； H25.1月～12月の平日８時台の民間プローブ
データより。

（開通後）；開通区間を法定速度60ｋｍ/ｈにより算出。

物流企業や製造業における輸送の効率化に貢献！

• 開通により磯子駅東交差点～市民プール前交差点の所要時間が8分～
13分短縮しています。

• 沿線の物流企業では、開通区間の利用により輸送時間が短縮したことを受
け、既存施設の配送拠点化や集配送の拡大などが期待されています。

• 製造業では、輸送回数の増加や輸送経費の削減に加え、輸送品の損傷の
恐れが軽減するなど、輸送の効率化も実感したなどの声を頂いています。

上り（横浜方面）

下り（横須賀方面）

製造業の声

出典：周辺事業者・関連団体等ヒアリング調査
（平成２６年6～7月実施）

－４－

磯子駅東
交差点

石川町JCT 新山下IC

：開通前（本牧通への迂回ルート）

：開通後（国道357号ルート）

物流企業の声

出典：周辺事業者・関連団体等ヒアリング調査
（平成２６年6～7月実施）

金沢区の南部市場から横浜市中心市街
地までの青果物の配送は、これまで国道
16号により市街地を通ると渋滞がひど
く1時間くらいかかっていた。

今回の開通により30分～40分で行け
るようになった。そのため今後は既存施
設の関東圏の配送拠点化が出来れば、集
配送の拡大が期待できる。

本牧ふ頭IC

R357
ルート

本牧通迂回
ルート

本牧通迂回
ルート

R357
ルート

■磯子駅東交差点～市民プール
前交差点の所要時間の変化

市民プール前
交差点

開通区間

国道357号
東京湾岸道路
（根岸地区）

国道357号東京湾岸道路（根岸地区）
の開通後、迂回や混雑の回避により
所要時間が短縮。

八幡橋交差点

吉野三丁目

交差点

屏風ヶ浦交差点

間門交差点

本牧陸橋交差点

聖天橋交差点

至 横須賀市

至 横浜市中心市街地

南部市場


